
令和5年度 大阪府立成美高等学校 第１回学校運営協議会議事録 

 

令和 5 年 6 月 2 日 

 

開催条件の確認 

 

＜司会進行＞ 

本日ご出席を賜りました委員のみなさまは委員定数の過半数を超えていますので、別添資料「学校運営協議会の運

営に関する要綱」第 14 条 2 項および、「学校運営協議会実施要項」第 10 条 2 項の規定を満たしております。よっ

て協議会は成立することを認めます。 

 

校長挨拶 

 

◆警報・避難指示(本校立地エリアは含まれず)発令中にも関わらずお集まりいただいたことへの謝意 

◆生徒が社会で頑張れるようみなさまからのご意見を学校運営に活かしたい 

◆地元の生徒が多いので地域に根付いた学校運営をしたい 

 

協議会委員紹介 

 

○大阪工業大学教務部教育センター特任教授 

○堺市立美木多中学校長 

○城山台校区自治連合会顧問 

○美木多校区自治連合会会長 

○大阪府立障がい者交流促進センター所長 

○大阪府立成美高等学校ＰＴＡ会長 

堂之本 篤弘 様 

鶴山 剛 様 

渡邉 和彦 様 

田中 隆司 様 

淺井 宏純 様 

藤原 佐知子 様 

 

事務局紹介 

 

○事務局長・教頭 

○首席 

○指導教諭 

○教務主任 

○進路指導主事 

○学年主任(3 年) 

○学年主任(1 年) 

面澤 信義 

德田 環美 

大原 一浩 

谷口 賢也 

中西 昌子 

奥平 美紀 

田中 修 

○事務長 

○首席 

 

○生徒指導主事 

 

○学年主任(2 年) 

兜 信雄 

西久保 春海 

 

園田 大介 

 

太田 憲央 

※ただし事務局員以外に説明者・広報委員を加えることがある 



会長・副会長の承認について 

 

＜司会進行＞ 

立候補がない場合を想定して、事前に事務局から打診させていただいている方がいらっしゃるのですが、会長・副会長

に立候補される方はいらっしゃいますでしょうか？ 

いらっしゃらないようなので、内諾をいただいている堂之本さまに会長を、鶴山さまに副会長を引き受けていただこうと思

いますが、ご異議ありませんか？ 

ご異議なしと認めますので、内諾をいただいた堂之本さまに会長を、鶴山さまに副会長をお願いいたします。１年間どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

 

令和5年度学校経営計画について 

 

＜堂之本会長＞ 

それでは協議を始めたいと思います。まず①について校長先生から説明をお願いします。 

 

＜校長＞ 

昨年度の第 3 回運営協議会をもとに令和 5 年度学校経営計画を作成。 

 

◆めざす学校像  

◇成美高校のあるべき姿 

◇協同とは他者への思いやりなど 

◇地域とともに成長していく 

 

◆中期的目標 

◇学校生活満足度を 5 年で 80％以上・授業満足度を 75％以上・学校紹介就職率 100％・人権教育におけ

る肯定率 80％以上をめざす 

◇安心安全について生徒の状況をよく見ることができるよう環境を整える必要がある 

◇人権教育における肯定率を上げることが本校の使命 

◇納得感のある生徒対応ができるよう学習環境を整備する 

◇本年度は部活動加入率が上がっているので部活動の活性化を学校全体で模索 

◇成美マニュアルの共有で業務を効率化 

 

＜堂之本会長＞ 

ただ今の校長先生の説明についてご質問・ご意見等ありましたら発言をお願いします。 

 

＜渡邉委員＞ 

満足度などの指標は府から決められているのか？ 

＜校長＞ 

学校に合わせた指標を学校が策定する。 



＜渡邉委員＞ 

海外ルーツの生徒を含めて思い出に残るようなことができたらよい。 

＜校長＞ 

コロナが明けて海外からダイレクトで受験する生徒が増えたため、より多様性のある学校にしたい。 

＜鶴山副会長＞ 

今年度は行事を再開できたが、コロナで行事を経験していない生徒たちが高校へ進学しているのでよろしくお願いしたい。 

 

＜鶴山副会長＞ 

部活動について高校ではペアリング制度が導入されたが、近隣校との連携はどうしているのか？ 

＜校長＞ 

各校でペアリングや合同チームを結成して部活動を活性化しているが、本校は合同チームを結成している部活動はある

が地理的要因でペアリングはなかった。 

 

＜堂之本会長＞ 

今年度特に力を入れたいことは？ 

＜校長＞ 

人権意識の育成。 

 

本校の現状報告 

 

＜堂之本会長＞ 

次に②について校長先生から説明をお願いします。 

 

＜校長＞ 

※別紙 2 について説明 

 

＜堂之本会長＞ 

ただ今の校長先生の説明についてご質問・ご意見等ありましたら発言をお願いします。 

 

＜堂之本会長＞ 

生徒指導において遅刻に対する指導は？ 

＜生徒指導主事＞ 

SHR における登校遅刻・授業遅刻に分けて指導している。月ごとにカウントして一定数を超えると口頭指導や反省文

指導を実施。 

 

＜堂之本会長＞ 

数の計上方法で数字は変わる。朝から遅刻せず登校するほうが成績や進路が良くなる傾向。進路の数字はどうか？ 

＜校長＞ 

大学短大・専門学校・就職の割合は 1/3 ずつでほぼ同じ割合。ゆえに本校の進路指導はどの分野でも対応できる。 

 



＜堂之本会長＞ 

修学旅行はどこへ行っているのか？例年同じ場所なのか？異なるのか？ 

＜藤原委員＞ 

遅刻の回数や指導について保護者に連絡するのか？ 

＜生徒指導主事＞ 

現状は担任任せで決まりはない。 

 

＜渡邉委員＞ 

系列とはなにか？ 

＜教務主任＞ 

総合学科では様々な授業を展開しているが、生徒の進路や興味に合わせた授業ごとにグループ分けしたのが系列。生

徒が系列に所属しているわけではなく、系列に分けられた授業を生徒が自由に選択する。 

 

スクール・ミッション 

 

＜堂之本会長＞ 

次に③について事務局長から説明をお願いします。 

 

＜事務局長＞ 

※別紙 3(別紙 4 の一部含む)について説明 

 

＜堂之本会長＞ 

ただ今の事務局長の説明についてご質問・ご意見等ありましたら発言をお願いします。 

 

＜堂之本会長＞ 

言葉としてはわかりやすく問題ない。 

＜淺井委員＞ 

これをどう具現化するかが大事。しっかり学校で考えてほしい。 

 

スクール・ポリシー 

 

＜堂之本会長＞ 

次に④について事務局長から説明をお願いします。 

 

＜事務局長＞ 

※別紙 4 について説明 

 

＜堂之本会長＞ 

ただ今の事務局長の説明についてご質問・ご意見等ありましたら発言をお願いします。 



＜堂之本会長＞ 

内容としては全く問題ない。 

 

校務運営の効率化に向けて 

 

＜堂之本会長＞ 

次に⑤について事務局長から説明をお願いします。 

 

＜事務局長＞ 

※別紙 5 について説明 

 

＜堂之本会長＞ 

ただ今の事務局長の説明についてご質問・ご意見等ありましたら発言をお願いします。 

 

＜藤原委員＞ 

5/15 の校務運営効率化に係る保護者あて文書をつい最近子どもから受け取った。電話対応などの情報がどこまで保

護者に周知されているか気になる。 

＜事務局長＞ 

保護者あて文書については紙ベースをお子さまに託す以外にメーリングリストによる発信にも取り組んでいる。年度当初

に登録を呼びかける案内を配付しているが、これだけは紙ベースによらざるを得ない。 

＜堂之本会長＞ 

加入率は？ 

＜事務局長＞ 

50％程度。 

＜鶴山副会長＞ 

中学校でも電子と紙ベースにより保護者へ連絡しているが 10 月からは電子に一本化する予定。 

＜堂之本会長＞ 

一度登録したら 3 年間使えるようにはできないのか？ 

＜事務局長＞ 

転退学者の対応等一番効率の良い管理方法を模索中。 

 

＜堂之本会長＞ 

一斉退庁日を作らないと教職員は帰らない。業務の効率化は管理職の仕事。管理職の働きかけが必要。 

 

校長お礼 

 

＜堂之本会長＞ 

いただいている議題については以上ですが、他に協議しておきたいテーマをお持ちの方はいらっしゃいますか？ 

ないようですのでこれにて協議を終了いたします。進行を事務局にお返しいたします。 



＜司会進行＞ 

ありがとうございました。では最後に校長から協議会に対するお礼を述べさせていただきます。 

 

＜校長＞ 

長時間にわたり丁寧に協議していただきありがとうございます。いただいたご意見を再度学校で検討させていただきます。

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

＜司会進行＞ 

次回協議会の開催につきましては 11 月を予定していますが、委員のみなさまと日程を調整のうえ追ってご連絡いたし

ます。 

以上をもちまして 令和 5 年度 第 1 回 学校運営協議会 を終了いたします。ありがとうございました。 

 


